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本論文は,帯域内令_L屯無線尖現に必■貞な夛緜泉形自己干渉除太器の技術課題に取り恕んだ成
果をまとめたもので訪る。粥U或内令'_二電無眺泉の突現を鬮,害する大きな闇題に自己干渉がある。
自己干渉は,所望仁卜号に対して非常に大きく,また無線伝搬路と無線通信機を枇力戈する高周波
回路の引痢釦侈吽により1ソVでいる。非絲形な否みを苦点したディジタル自己干渉除去器は,
般に,計算昂功§大きく,収東性が悪い。本倫文は,ディジタル臼己干渉除去器の計算昂:と収東
性0井深題を解決する方法を提案している。加えて, fΥ1那余去性能の理論解析法を構築し,史な
る・W明徐去性能の向上について論じている。

本論文は,全6章で刷加戈さ才1,ている。第1・章は片系兪であり,削り或内全二重無線と自已十渉除
去,高周波回路であるミクサと増幅器の関係を示している。また,比校乎法となる時閥領域並

列ハマーシュタイン型干渉1徐去器について説明している,第2章では,無線伝搬路と非線形要
素の全体を周波数領域で学習司、る並列ハマーシュタインリ凹ヲ歩除去器を提案している。第3章
では,第2章で提案した手法をもとに、計算量と収東牲を改迎するための基底避,N去を提案し
ている。第4章では,第2 迂および第3章一酷是案した雌列<マーシュタイン剛干渉除去器とは
異なり,無絲伝"側格と無郭泉通僧機の回銘N知戈の*汀而知散を利ΠΠ一繰り返しの中で無斬泉伝搬路

と非線形要業を個別に学習する下渉除去器を捉案している。提案する干渉除去器は,推定する
未知数を本質的に削減できるため,比較手法の時冏領上必也列ハマーシュタイン型干渉除去器に
比べ計卸量と収東性を飛躍的に改哲ンできることをポしている。第5革では,井村或内全二重に並

列ハマーシュタイン所少W歩除太器を適用した際の干渉除太性能0リ聖楡解析法を提案している。
捉築解析法は,池交多埴式による・'般フーリエ級数於開を利用寸ることで, W艸岳器の特性や干

渉1徐去器の炊数の柔軟な設定を可能に寸るものである。また,十瀏徐去器にとって望ましい増
峅噐Rの特オ生にノ)いて言及している。鮮拓章は斜徒命であり,これまでの章を総括tるとともに,
今後の課題と屡望を述べている。

論文内容 の 要旨

帯域内全三重無線は,周波数利用効率を2仁ルこ高めることができるため,次世代の無締謁頂信

技術として1主Πされている。しかしながら,所望信号に比べ非常に大きな内己十,歩が問題であ
る。帯域内全二亟無線の実呪には,局粘度な干渉除去を矣用的な計算最と現突的な時問で逮成
しなけ力,ばならない。

本論文では,計算呈と収"討生の両課題を解次寸るために,随所に分誓嘱充治の概念が応用され
ている。第2章および第3章で提案さ才1/ぐいる周波数領j或の学習では,イ盲・号の周波数領域での
直交性を利用した干渉除去器を術成し,岡波数ごとに分割したf.1山度に加え,基底ごとに分割
した自由座を与えている。こ力,により, n凸1ヲ歩信号の伝送路特性を学習するト.で重要な周波

数成分と基底のみを避択して学習することを可能にしている,従来の喝沸聯ル或の手法に対して,
削'算量を郵H 1い、分の 1に肖嚇咸し,わずか6佃W)トレーニングシンボノレで収東して,45 dB 以_上
の除去'r併指を述成している。第4章では,自己干渉信号の伝送路特性を無線仏搬路と無線通信
機を枯成する商周波回路の要索ごとに分割したf渉除去器を提案している。小卵枇こづ>剖するだ

けでは,各人出力特性が小ル互に竹訓}tる。そとで,各入出力特性を淡算子上して記述し,逆演
算子によるNリ11作用の緩和とボ知数の推定の辨円返し処即を可能にしている。第2章および第
3章で提案している刷波数領域の于怯に剣'して,計算・量*ラ),収東牲2倍,6dBの除去雄改善
を逹成している。第5'ほで提案している解析法は,"己・f渉偏・号の伝送路特十上と干渉除去器を
直交多項式によって分割Lた表呪にJ選づいている。これにより,↓仰隔器の特性を多項式だけで
なく・・'般の関数に拡張できる。伽Wi結果は,シミュレーション結果と商し畔吉度で一致してぃる

だけでなく,鯉想的な飽和特性を持ソ)1削嘔器よりも望まし.い則11帖糯誹寺性の存在を水唆してぃる。
こ力,らの1ヲ胴徐去器の設計指剣弌0通佰性能の1賑制帷析は,粥山女内全二飛無線の突現を大きく推
し進める成果であり,学術的,工学的に商く評価できる。

以上より,/1薪兪文は1専上(に学)の学位論文に村]当tるものと判定した。

(名要旨は1ページ以上而D

査結果の要 旨


